
（参考様式）②改善期間中の会社が、全ての又はいずれかの上場維持基準に適合した場合
【　】内の記載は記載上の留意事項又は補足事項になりますので、開示に際しては削除してください。
２０○○年○月○日
各　位
会社名　　○○○○○株式会社
代表者名　○○　○○　　　　
（コード番号：○○○○　〇〇市場）
問合せ先　○○　○○　　　　
（TEL：〇〇）

上場維持基準への適合に関するお知らせ
【注：表題については、
・どの上場維持基準に適合したのかを（　）書き等で明記していただいても結構です。
・複数の上場維持基準に適合した場合には、表題の文字数にも配慮しながら、列挙するかどうかをご判断ください。
・基準日における東証の判定前に、エクイティ・ファイナンスや分売の実施などを踏まえ上場維持基準に適合することが見込まれる旨を開示する場合は、適合見込みであることがわかるようにしてください。】


当社は、２０●●年●月●日に●●市場の上場維持基準への適合に向けた計画について開示しています。この度、２０●●年●月●日時点において全ての上場維持基準に適合しましたので、下記のとおり、お知らせいたします。
【注：全ての上場維持基準に適合した場合の記載例としていますので、一部の上場維持基準に適合している場合や東証による判定前に適合見込みとして開示する場合は、実態を踏まえた記載となるようご調整ください。】

記

〇　当社の上場維持基準への適合状況
当社の●●市場の上場維持基準への適合状況は、その推移を含め下表のとおりとなっています。２０●●年●月●日時点【又は「基準日時点」、以下同じ。】では、【不適合だった基準全てを列挙】が適合しておりませんでしたが、上場維持基準への適合に向けた計画に基づき取組みを進めた結果、２０●●年●月●日時点で適合いたしました。これにより、●●市場の上場維持基準の全ての項目に適合することとなりました。
【注：不適合であった上場維持基準が複数存在し、期中において一部の項目にのみ適合した場合に開示を行う際には、引き続き不適合となっている項目が存在する旨を記載し、下表においては当該項目の適合に向けた改善期間について追記するようにしてください。】
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※当社の適合状況は、東京証券取引所が基準日時点で把握している当社の株券等の分布状況等をもとに算出及び東京証券取引所より受領した「上場維持基準への適合状況について」から転記したものです。
【注：四捨五入、切捨て処理を考慮しても、「上場維持基準への適合状況について」のＴａｒｇｅｔ通知と異なる数値が記載されているドラフトが多くありますのでご留意ください。なお、東証による判定前に適合見込みとして開示する場合は「２０●●年●月●日時点での当社の適合状況は、当社試算によるもの」である旨に加え、本来の計算方法と異なる方法で算出している場合はその内容について追記してください。】
【注1：不適合から適合となった上場維持基準の記載は必須で、他の上場維持基準の項目についての記載は任意です。なお、プライム上場会社以外は「１日平均売買代金」関係の記載は削除してください。グロース上場会社以外は「時価総額」関係の記載は削除してください。】
【注2：自社の所属する市場区分の上場維持基準を記載してください。】

○上場維持基準への適合に向けた取組みの実施状況
【注：開示済みの上場維持基準への適合に向けた計画において記載していた取組みに関し、実施した内容を記載してください。】

以　上
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